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Find the qood in the:ocal bu:lder

■

●日当たりのいい南に面した1邸。外壁はアクリルリシン吹き付け、見え

ない両サイドは耐候性のある金属系の外壁材を使っている ②縦、横の
フィックス窓から光が入る玄関。右の収納の扉には姿見用の鏡を設置

自然素材と太陽光利用で
快適な室内環境を確保
東京・調布市  |さんの家
家族構成 夫35歳 妻 34歳  長男 4歳 長女0歳

0リ ビングから続くウッドデッキは希望のひとつ。子ど
もの遊び場としても利用 0土のある場所も欲しかった
のでデッキの前に菜園を設けた。今はカブ、小松菜、菜
花が植わっている。面lll見のいい近所の人が野菜づくり

を教えてくれ、種も分けてくれたそう。近所付き合いに

も一役買っている

‐顧裁靖
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高田正務店
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大きなテーブルが LDの空間にびったり収まっている。後ろに見える縦長、横長の窓は夏に風を通すためのもの

長
男
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
家
づ
く
り

を
決
意
し
た
―
さ
ん
が
、
依
頼
先
に
選

ん
だ
の
は
高
田
工
務
店
。
長
男
に
ア
ト

ピ
ー
が
あ

っ
た
の
で
自
然
系
の
家
を
手

掛
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
探
し
、
高
田
エ

務
店
に
出
会

っ
た
。
高
田
良
晃
社
長
も

ア
レ
ル
ギ
ー
過
敏
症
で
悩
み
、
自
然
系

の
家
づ
く
り
目
指
し
て
い
こ
と
も
あ
り
、

安
心
し
て
家
づ
く
り
を
依
頼
で
き
た
。

「土
地
探
し
も
お
願
い
し
、
静
か
な
と
こ

ろ
が
見
つ
か
り
ま
し
た
」
と
夫
。

建
物
は
希
望
し
て
い
た
自
然
素
材
を

使

い
、
太
陽
熱
を
床
下
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
蓄
熱
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ツ
ー
ラ

ー
を
取
り
入
れ
た
住
ま
い
。
「寒

い
朝
で

も
布
団
か
ら
す
ぐ
に
出
て
お
弁
当
を
つ

く

っ
て
い
ま
す
」
と
妻
の
言
う
と
お
り
、

蓄
熱
さ
れ
た
床
下
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

室
内
全
体
を
安
定
し
た
温
度
に
保

っ
て

い
る
。
こ
の
た
め
各
部
屋
の
扉
を
開
め

る
必
要
は
な
く
、
オ
ー
プ

ン
に
使
用
。

間
取
り
は
１
階
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
２
階
に
寝
室

と
将
来
子
ど
も
室
と

い
う
シ
ン
プ
ル
な

も
の
。
「
ほ
と
ん
ど
の
時
間
は
家
族
で

Ｌ
Ｄ
に
い
て
２
階
は
寝
る
だ
け
で
す
ね
」

と
夫
。
家
具
工
事
で
し
つ
ら
え
た
収
納

や
デ
ス
ク
コ
ー
ナ
ー
が
美
し
く
、
す

っ

き
り
し
た
Ｌ
Ｄ
は
南
に
面
し
て
日
当
た

り
も

い
い
。
新
た
に
購
入
し
た
大
き
め

の
テ
ー
ぃフ
ル
は
家
族
で
集
ま
る
の
に
ぴ

っ
た
り
だ
。

日
当
た
り
も
風
通
し
も
良
好
の
―
邸
。

心
地
よ
く
暮
ら
す

一
家
と
同
様
、
愛
猫

の
ビ
エ
ン
は
昼
寝
に
い
そ
し
ん
で
い
る
。



猫用のステップを壁に設けた LD。 奥に収納で仕切られたキッチンが

見える。植物の成長の速さが、良好な室内環境を物語る

造り付けのデスクは仕事用

LDの 壁面に家具工事と一緒にデスクと

棚が造り付けられている。おもに夫が

仕事で使っているという。「家にいると

きは家族で一緒に過ごしたいですね」と

いう夫の希望でLDに設けた。妻がネッ

トを見たり、将来は子どもが勉強に使っ

たりと家族でフレキシブルに使えそう

だ。

●お気に入りのステップでくつろぐビエン

(メ ス6歳)②南側の日当たりがいい場所も
お気に入り。例年この時季になると冬毛でひ

と回り大きく見えるが、環境がいいので今年

は冬毛が出ず、すっきりした容姿

家族も も  も快適に暮らせる家です

―_

―
―

」

Ｅ

Ｅ

‐融

0家族で楽 しむ LDを キッ
チンから見るc家事動線が
2つ確保されていて作業が

うまくこなせそうだ 0収
納は高田さんがいつも依頼

している女性の家具職人が

手掛けたもの。収納量も十

分で使いやすいと好評だ

国
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工務店プロフィール

高田工務店

ブ、生の大事業である住宅づくりに
~倉

:造空間」という理念を掲げ、日

夜努力している。「創造空間」とは

建物 (空間)と いうものをその用

途や家族構成、機能、趣味を加

味し、よく考え (創)よ り確かな

工事 (造 )を行うこと。自然素材

と手づくりにこだわり「自然の風・

太陽 水と共存した健康住宅」「明

るく健康的に、家族や友人に開放

=な
住まい」と各々テーマを持っ

て仕事に取り組んでいる。

DATA

社名 高田工務店
代表 高田良晃
を弓〒  〒206‐ 0811

東京都稲城市押立8703
で
'042 377・

5359

年間建築棟数 /新築4棟
社員数 5名
建築地域 東京都、神奈川県、

'1玉
県の一部

設立  1963年 5月

定休日 日曜
アフターメンテナンスの対応

・竣工後1年、3年、5年、10年に

点検を実施

自_~3に 隣接する高田工務店の作

業場にもソーラーバネルを設置。

ここで得たエネルギーは高田邸

に供給されている

COMMENT

私たちはお客さま、設計、工事

の関係をタテの組織と考えてい

ません、お客さまやデザイナー

:建築家)の発想を、経験豊富な

職人とともに意図を聞き、職人

の■っている道具から建物の発

想をするといったヨコの関係が

重要と考えています。

葛田良晃

1960年 東京都生まれ。工学院
大学建築学科武藤章研究室を卒

業後、総合建設業に就職。企画・

設計に携わる。その後、高田工

務言に就職。並行して設計事務

著に籍を置き「創造空間」という

三念を掲け、自然素材や自然エ

ネルギーに精通した住まい造り

そ進めている
=

0家の奥に配置された2階の寝室。小さなバルコニーも設けた Oト イレと洗画が一体となっ
た2階のサニタリースベース 02階 の階段横には手すりを利用した本棚を設けた。奥に見え
るのは小屋裏用の階段 0上部に小屋裏の開口部が見える2階の多目的室。現在は子どものお
もちゃを置いて遊び場として利用。また、雨が降ったときには臨時の物干し場として活用してい
る。日当たりは1階同様とてもいい

敷地面積/′ 11584面 (3510坪 )
延床面積/8655面 (2623坪 )
1階/4514面 (1368坪 )
2階/4141面 (1255坪 )
用途地域/第 1種低層住居専用地域
建べい率/40%
容積率′/80%
構造/木造軸組工法
本体工事費/2310万円
竣工/2014年 8月

:NSTRUMENTS

キッチン/タ カラスタンダー ド

窓・サッシ/日XL
LDの照明器具/オーデリック
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冬も夏も快適な空間

左写真の赤いパネルがハイブリンドツ

ーラー用のリモコン。屋根に上げた集

熱器の熱を床下コンクリートに蓄熱す

る。コンクリートの中心温度を30℃に

すると室内は20℃前後に保たれる。夏

場の、熱い空気は吹き抜け上部の開回

部から外へ。風の通りがよく、エアコン

はほとんど使わなかったとか。
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